
No.643

（1） 令和３年１月10日発行栃木商工会議所ニュース
昭和43年２月２日
第３種郵便物許可（ ）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和

３
年
丑
年
の
新
年
を
健
や
か

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
一
昨
年
に
会
頭
に

就
任
以
来
、
先
達
の
方
々
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
古
き
良
き

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
多
様
な
分
野
で
の
生

産
性
の
向
上
、
業
種
の
拡
大
、

そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
変
革
）
に
よ
る
新
た
な
挑

戦
を
求
め
ま
し
た
『
令
和
ル

ネ
サ
ン
ス
』
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
１
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
発
生
し
て
以
来
、
国
、
県

及
び
市
な
ど
の
事
業
は
も
と

よ
り
、
当
所
で
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
多
く
の
事
業
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
る
中
、
い

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
の
気

配
は
見
え
ず
、
昨
年
末
か
ら

は
更
な
る
感
染
の
拡
大
も
危

惧
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
間
、
わ
が
国
の
経
済

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く

の
人
々
の
社
会
生
活
・
活
動

が
自
粛
志
向
に
向
か
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
種
・
多
様
な

産
業
に
お
い
て
厳
し
い
環
境

に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
環
境
に
お
い

て
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
を
契
機
と
し
て
国
か

ら
は
新
た
な
生
活
様
式
で
の

行
動
指
針
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
並
び
に
経
済
活
動

の
多
く
の
部
分
で
例
の
な
い

変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
国

が
力
強
い
経
済
を
取
り
戻

し
、
更
な
る
持
続
可
能
な
経

済
成
長
を
牽
引
す
る
た
め
に

は
、
地
方
都
市
の
均
衡
あ
る

発
展
や
雇
用
の
創
出
等
に
寄

与
し
て
お
り
ま
す
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
活
性
化
が
必

要
か
つ
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
な
ど
で
は

G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
、G
o
T
o

イ
ー
ト
な
ど
の
取
り
組
み
に

併
せ
、
本
市
で
は
中
小
商
業

者
の
経
済
支
援
と
と
も
に
市

民
の
生
活
支
援
を
図
る
た
め

に
、
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
を
付

し
た
総
額
５
億
２
千
万
円
の

「
栃
木
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
」
を
当
所
と
市
内
５
商

工
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
栃

木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協

議
会
に
て
発
行
事
業
を
実
施

し
、
完
売
さ
れ
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
消
費
拡
大
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
で
は
、
脱
炭

素
化
や
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
事
業
再
編
な
ど
の
経
済

構
造
の
転
換
へ
の
取
り
組
み

や
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た

国
土
強
靭
化
へ
の
推
進
な
ど

に
対
し
ま
し
て
、
強
力
に
後

押
し
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
事
業
者
も
社
会
経

済
の
動
向
を
注
視
し
、
昨
年

１
年
間
の
厳
し
い
経
済
環
境

に
お
け
る
経
験
を
糧
と
し
て

本
年
に
活
か
す
た
め
に
は
、

事
業
へ
の
積
極
的
な
考
え
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
に
は
、
改
め

て
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

世
界
に
比
べ
て
わ
が
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
流
れ
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
事
業
者
に
と
り
ま

し
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
効

率
化
へ
の
流
れ
を
精
察
し
つ

つ
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
併
せ

て
国
・
県
及
び
市
等
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
経
営
効
率

化
に
対
す
る
支
援
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
や

災
害
な
ど
に
対
す
る
対
策
強

化
と
事
業
継
続
の
支
援
を
図

る
た
め
、
B
C
P
策
定
支
援

や
事
業
継
続
力
強
化
計
画
認

定
支
援
、
及
び
各
種
補
助
申

請
支
援
に
つ
き
ま
し
て
も
行

政
機
関
・
関
係
支
援
機
関
等

と
連
携
を
強
化
し
、
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
雇
用
問
題

の
深
刻
化
や
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
な
ど
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
多
様
な
人

材
の
育
成
や
円
滑
な
事
業
継

承
、
新
事
業
の
展
開
、
及
び

健
康
経
営
の
推
進
に
向
け
た

支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
積
極

的
な
取
り
組
み
を
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
国
土
強
靭
化

を
図
る
上
で
も
本
市
が
被
り

ま
し
た
水
害
か
ら
の
円
滑
な

復
興
・
復
旧
の
推
進
な
ど
、

各
種
事
業
の
取
り
組
み
を
図

る
と
と
も
に
、
各
会
員
事
業

者
が
力
強
く
活
力
を
も
っ
て

事
業
が
推
進
で
き
ま
す
よ
う

支
援
・
協
力
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

然
し
て
、
令
和
４
年
７
月

に
は
当
所
の
創
立
130
年
目
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

関
東
で
３
番
目
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
当
所
に
お
い
て
先
達

の
皆
様
が
残
さ
れ
て
き
ま
し

た
偉
功
に
新
た
な
歴
史
を
刻

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
年

は
130
周
年
記
念
を
祝
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
経
済
の

発
展
の
た
め
積
極
的
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会

員
事
業
所
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
事
業
所
の

皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

迎
春
２
０
２
１
年
会
頭
あ
い
さ
つ

迎
春
２
０
２
１
年
会
頭
あ
い
さ
つ

栃
木
商
工
会
議
所

会　

頭

荒
金　

憲
一
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　新年明けましておめでとうございます。謹んで新
年のお慶びを申し上げます。
　平素は、栃木商工会議所青年経営者会の諸活動に
対し、格別のご高配、ご厚情を賜り厚く御礼を申し
上げます。
　さて、昨年は年初より新型コロナウイルス感染症
の感染者が日に日に増し、日本国内のみならず全世
界の経済に多大なる影響を及ぼしました。本市にお
いても、令和元年東日本台風の被害が癒えぬ中、コ
ロナ禍により様々な行事が中止となったほか、感染
拡大防止に向けた新たな生活様式への対応など変化
の激しい環境におかれ、経営環境も日に日に厳しさ
が増しています。また、私たち事業者においては、
コロナ禍に対応した従来の経営手法にとらわれない
新たな取組みが必要とされています。
　こうした変化が激しく、未だ終焉の見えない状況
であっても、地域経済の中心を担っていく青年経済
人として、様々な視点で日々学び、日々実践するこ
とで一歩一歩前に進んでいきたいと思います。

　我々YEG活動に目を向ければ、本年度は栃木商
工会議所青年経営者会創立35周年を迎え、「継往開
来」～より良き未来を切り拓け～とスローガンを打
ち出し、コロナ禍の中、先輩諸兄が築き上げてきた
伝統を引き継ぎ、それを発展させながら未来を切り
拓いていくことが求められています。こうした中、
本年度の各例会の開催に際し、各委員会や役員会に
おける活発な意見交換を通して、最善の形での開催
を模索しています。さらに、このような委員会活動
や例会を通して、自社の事業に役立て、経営者自身
の資質向上を今後とも積極的に進めていき、会員企
業の事業発展を目指していく所存です。
　なお、本年度は、１月に蔵の街とちぎビジネスプ
ランコンテスト参加者との意見交換会、臨時総会、
２月には創立35周年記念式典・記念事業、３月には
新入会員オリエンテーション、卒業式、４月には通
常総会を予定しております。青年経営者会は、活動
を通して得た経験や知識、人脈を財産に事業の発展
にもつながっていく団体であり、より活力ある地域
経済社会の実現に向けてともに取り組んでまいりま
しょう。
　結びに、本年も当会の活動に深いご理解とご協力
を賜りますようお願いいたしますとともに、皆様の
企業がますます発展されますよう心より御祈念申し
上げ、新年のご挨拶といたします。

　新型コロナウイルスの感染拡大を憂いお見舞い申
し上げますとともに、謹んで新年のご挨拶を申し上
げます。
　平素は栃木商工会議所女性経営者会の活動に対
し、ひとかたならぬご厚情を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　昨年流行した新型コロナウイルスは我が国経済に
大きな影響を及ぼしました。皆様もご心配な日々を
お過ごしのことと推察いたします。
　本年も依然として感染症収束の見通しが立たない
状況ではありますが、感染拡大防止に十分留意し、
新しい様式を取り入れながら会員同士情報を共有し
合い、組織一丸となって精一杯活動してまいりたい

と思います。
　さて、当会は設立から３年目を迎え、昨年は次の
ような活動をいたしました。
　まず、２月におもてなしの精神を学ぶ講演会を行
いました。また、当会活動の更なる活性化の為、全
会員を対象としたアンケートの実施や、10月には全
商女性連総会への初のリモートによる参加等活動自
粛下においても工夫した活動をしてまいりました。
さらに12月には「女性経営者交流会」を開催し、業種・
業態の垣根を越えた交流により、会員同士の絆をさ
らに深めることができました。
　本年は、栃木市コミュニティーラジオＦＭくらら
において当会オリジナルラジオ番組を制作し、市民
の皆様に当会や当会会員事業所の魅力をより知って
いただくべく現在準備を進めております。是非多く
の皆様にお聴きいただき、ご意見ご感想などを頂戴
したいと思っております。
　結びに、この災禍の一日も早い収束を心より願い、
本年が皆様にとりまして幸多き年となりますよう御
祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。
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